
　

12
月
に
刊
行
予
定
の
甲
賀
市
史
第

六
巻「
民
俗
・
建
築
・
石
造
文
化
財
」は

私
た
ち
の
身
近
な
文
化
財
を
紹
介
す

る
巻
と
な
り
ま
す
。な
か
で
も
地
域
色

豊
か
な
祭
礼
行
事
や
年
中
行
事
は
、私

た
ち
自
身
が
担
い
手
で
あ
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、そ
の
起
源
や
意
味
、目
的

が
分
か
ら
な
か
っ
た
り
、や
め
て
し
ま

う
例
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

文
化
財
と
い
え
ば
、ま
ず
神
社
や
寺

院
な
ど
の
建
造
物
、仏
像
な
ど
の
美
術

工
芸
品
と
い
っ
た
有
形
の
文
化
財
が

頭
に
浮
か
び
ま
す
。一
方
、祭
礼
行
事

や
技
術
伝
承
の
よ
う
な
無
形
の
文
化

財
も
あ
り
、特
に
地
域
社
会
で
担
わ
れ

伝
承
さ
れ
る
も
の
を
民
俗
文
化
財
と

い
い
ま
す
。平
安
時
代
の
仏
像
が
大
切

だ
と
い
う
こ
と
は
誰
に
で
も
理
屈
な

し
に
う
な
ず
け
ま
す
が
、今
生
き
て
い

る
私
た
ち
自
身
が
伝
承
し
て
い
る
行

事
や
伝
承
が
、そ
れ
ら
と
同
等
の
価
値

を
持
つ
と
さ
れ
る
の
は
な
ぜ
で
し
ょ

う
か
。

　

理
由
の
第
一
は
民
俗
伝
承
が
他
の

有
形
文
化
財
と
同
じ
時
期
に
成
立
し

た
も
の
で
、そ
れ
が
今
日
ま
で
ほ
と
ん

ど
変
わ
ら
ず
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
こ

と
。第
二
は
そ
の
多
く
が
、地
域
の
歴

史
を
反
映
す
る「
映
し
鏡
」と
な
っ
て

い
て
、地
域
の
歴
史
を
知
る
よ
り
ど
こ

ろ
と
な
る
こ
と
。そ
し
て
第
三
は
祭
礼

行
事
を
毎
年
繰
り
返
し
行
う
こ
と
が
、

地
域
社
会
の
安
定
と
発
展
に
寄
与
し

て
き
た
と
い
う
評
価
が
あ
る
か
ら
で

す
。

　

第
六
巻
で
は
オ
コ
ナ
イ
や
山
の
神

祭
り
を
は
じ
め
と
し
て
、市
内
の
多
数

の
事
例
を
あ
げ
な
が
ら
、民
俗
伝
承
が

な
ぜ
大
切
な
の
か
と
い
う
疑
問
に
答

え
ま
す
。
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せ

【
市
史
販
売
所
】

【
水
口
】
T
S
U
T
A
Y
A
さ
ん
ぽ
う
ど
ー
・
ハ
タ
ヤ
書

店
・
山
川
書
店
・
山
田
書
店
・
水
口
歴
史
民
俗
資
料
館

【
土
山
】
ウ
エ
ノ
・
新
名
神
土
山
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
案
内

所
・
道
の
駅
あ
い
の
土
山
・
土
山
歴
史
民
俗
資
料
館
【
甲

賀
】
か
ふ
か
生
涯
学
習
館
【
甲
南
】
W
I
N
G
甲
南
店
・

甲
南
庁
舎
3
階
市
史
編
さ
ん
室
【
信
楽
】
大
宝
堂
谷
川
書

店
・
信
楽
中
央
公
民
館

▲小佐治安
あんらくじ
楽寺オコナイ

　「子どもの権利条約」は、今年ちょうど20年目を迎えまし
た。子どもの「生きる権利」「育つ権利」「守られる権利」「参加
する権利」を保障するものとして1989年国連において採択
されました。その背景には、地球規模の戦争・貧困・差別・環境
破壊などによって主に貧しい階層の子どもたちの生存権が
奪われてきたことがありました。
　日本がこの条例に同意したのは1994年。そのころ私たち
の多くは、南北問題など世界の窮状に心を痛めながらも、日
本にはそんな問題はないだろうと考えていたかもしれませ
ん。
　しかし現在、日本社会にも貧困に苦しむ子どもたちがいま
す。「子どもの貧困」ということがメディアで報じられ論じら
れるようになりました。親が保険料を納められないために国
民健康保険証がない無保険の子どもが3万人以上いるという
ことが昨年初めて分かりました。公立小学校に通いながら、
お金がないために修学旅行に行けない子どももいます。経済
上の理由で希望する進路をあきらめる子どもたちもいます。
　経済格差が子世代へと再生産され、人生のスタートライン
においてすでに機会が平等ではないこの事態は重大です。民
主主義を基調とした自由競争社会ならば、その社会を根底か

ら支える「公正」という前提があったはずです。様々な差別問
題のたびに問われ続けたこの前提の存在は、貧困の世代間連
鎖による子どもの窮状によって、さらに足下から崩れていき
ます。
　ただでも現代社会のゆがみに押しつぶされそうな子ども
たちは、この経済格差によって大人社会から未来をあきらめ
ろと告げられ、立ち上がろうとして打ちのめされ絶望してい
くのだとしたら・・・今、私たちはどんな社会を築こうとして
いるのでしょう。すべての子どもたちは人間です。人間とし
て幸せに生きる「権利」をもっています。私たちの社会は、そ
の権利を守れているでしょうか。
　子どもの貧困は、もちろん子どものせいではなく、また「親
が悪い」と一言で片付けられる問題でもありません。貧困の
現実を生きる子どもたちを生み続ける社会構造を変えてい
く必要があります。
　「子どもの権利条約」が具現化される社会、すべての子ども
が健康で幸せな環境で守られ成長し、自己実現できる社会を
めざして、一人ひとりが考え、行動する時が来ています。

「子どもの権利条約」20年に思う
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